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降圧コンバータと寄生IGBTのテール電流

1 概要
このデモでは、寄生インダクタンスとテール電流を持つIGBTの影響をモデリングする単純

な非安定型降圧コンバータを示します。

2 モデル
以下の回路図は、IGBT(di/dtモデル)コンポーネント使用した単純な降圧コンバータを示して

います。このIGBTモデルは、ターンオフ時の有限の立ち下がり時間とターンオン時に限定

されたdi/dtを含む、スイッチング時のコレクタ電流の過渡現象を表します。電流は瞬時に

オフにならないため、このIGBTモデルは寄生インダクタンス(このモデルではL2)と直列に

接続される場合があります。

フリーホイールダイオードも、ダイオードの逆回復特性のダイナミクスを表すサブシステムと

してモデリングされます。寄生インダクタンスL3もダイオードと直列にモデリングされています。

図1: 降圧コンバータと寄生IGBTのテール電流
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3 シミュレーション
このシミュレーションは、寄生インダクタンスとフリーホイールダイオードの逆回復に起因

する過電圧を示しています。ターンオン時のdi/dt制限によって、フリーホイールダイオード

の逆回復効果の大きさが決まります。

図2: IGBTターンオン時の電圧と電流の過渡現象
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4 結論
瞬時に切り替わるIGBT(理想モデル)とは対照的に、このモデルはスイッチング中のIGBTの

過渡現象を表します。このアプローチでは、寄生インダクタンスがデバイスと直列に接続

される場合があります。ダイオードの逆回復効果による追加の電圧ストレスもモデリング

されています。
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